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防災科学技術研究所研究報告　第46号　1990年12月
表1　　群発地震前後の伊東観測点の相対変化
Table1　　Positions　and　their　drifting　rates　of　baseline　vectors　of　the　Ito　station　before　and　after
　　　　the　active　seismic　swarm　in　July，1989．
a）群発地震前（185日以前）
南北成分（N：十）　東西成分（E：十）　上下成分（U：十）　基線長
185日における相対位置（MM）　　　　　42
　標準偏差（MM）　　　　　　　　　　9
日平均変化量（MM／DAY）　　　　　一0．0116
標準偏差（MM／DAY）　　　　　　　o，0523
b）群発地震後（192日以降365日まで）
　　　　　　　　　　　　　　南北成分（N：十）
192日における相対位置（MM）　　　　一93
　標準偏差（MM）　　　　　　　　　　　7
日平均変化量（MM／DAY）　　　　　一〇．0332
　標準偏差（MM／DAY）　　　　　　0．0236
　81　　　　　　　　　　　　　－78　　　　　　　　　－126
　7　　　　　　　　　43　　　　　　　　8
0．0686　　　　　　　　　　　0．0013　　　　　　　　－O．O082
0．0434　　　　　　　　　　　0．2580　　　　　　　　　0．0488
東西成分（E1＋）　上下成分（U：十）　基線長
　　　16　　　　　　　　　－40　　　　　　　22
　　　ユ7　　　　　　　　　12　　　　　　　6
　　－O．1345　　　　　　　　　　0．0212　　　　　　　　　0．0696
　　0．0602　　　　　　　　　　0．0442　　　　　　　　0．0206
c）185日から！92日の間の変動量（MM）
　　　　　　　　　　　　　　南北成分（N：十）　東西成分（E1＋）　上下成分（U：十）　　基線長
　　　　　　　　　　　　　　　　　一135　　　　　　　　　　　　　－65　　　　　　　　　　　　　　39　　　　　　　　　　　　148
注：位置座標はN34．57’07，895”E139’08116，410”高さ52．O00mに対する相対位置である．
が同じなので，差があったとしてもほんの僅かな量であろう．したがって，今回，観測時間
帯をずらしたことは，解にほとんど影響を与えなかった，と考えられる．
　また，1990年3月以降にGPS衛星の再配置が行われたということなので，衛星配置の変化
による系統的な変化がその前後に見られる可能性があるが，解のばらつきが大きいためにそ
の影響は確認できない．
　図3を見ると，7月上旬の群発地震の活発な時期（通算日で185日（7月4日）から192日（7
月11日））に呼応して顕著な地殻変動のあったことがわかる．この期間の以前及び以降の解に
それぞれ最小自乗法で直線を当てはめてみた．このとき解に対してはそれぞれ重みをつけず
に単純に直線を求めた．このようにして求められた位置座標と日変化量は表1（・），（b）のよう
になった．また，表1（・）に表1（・）と（b）の位置座標の差を示した．ただし，以降の期問の計算
については，1990年に入ると解のばらつきが大きいので使用した解の範囲を1989年末までに
限った．表1（・）から，群発地震前の基線変化を見てみると，東西成分を除けば日変化量の大
きさが標準偏差より小さく，東西成分も標準偏差の量より大きいとはいえその量はわずかで
ある．したがって，群発地震前の基線変化はほとんどなかったと言える．次に，表1（・）に示
したように，群発地震の前後には伊東観測点が初島に対して相対的に135mm南へ65mm西へ
39mm上方向に動き，基線長は148mm伸びていた．上下成分を除くと，これらの値はいずれ
の成分も表1（・），（b）の標準偏差を大きく上まわっており，明瞭な地殻変動があったことがわ
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かる．この後の基線変化は，表1（b）を見ると，変動量は非常に小さいながら上下動を除いて
標準偏差より大きい日平均変化量が得られている．変動方向は，上下動も含めて群発地震時
の変動方向と同じ方向に変化が進んでいる．日平均変化量自体の大きさは群発地震時の変化
量に比例しているわけではなく，東西成分がもっとも大きくなっているが，標準偏差が大き
いのではっきりとはわからない．標準偏差を考えに入れれば群発地震時の変化量と比例して
いる可能性も否定できない．1990年に入ると解のばらつきが格段に大きくなっており詳細な
変化はわからないが，長期的な変動方向に大きな変化はないようにみえる．
4．ま　と　め
　最近までの約1年問（1989年5月～1990年4月）に得られた初島・伊東問の基線変化を解析
した．1989年7月の群発地震時以前は基線に変化はなかったようである．群発地震時には顕
著な基線変化がみられ，伊東観測点が初島観測点に対して相対的に135mm南へ65mm西へ39
mm上方向に動いた．基線長は148mm伸びていた．その後は変動量が非常に小さくなってい
るが同方向の変動がみられる．1990年に入ると得られた解のばらつきが大きくなりはっきり
しないが，現在もその傾向が変わらずに続いているようである．
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